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温 知新
─他分野から学ぶ土木的視点─

学生
記事

市
と
復
興
祈
念
公
園
の
関
わ
り

市
は
、
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
た
高
田
松

原
の
再
生
へ
の
願
い
も
込
め
、
震
災
復
興

計
画
に
「
防
災
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
」
を
位

置
付
け
、
そ
の
後
国
営
公
園
を
誘
致
す
る

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
民
間
主
導
に
よ
る

「
国
営
防
災
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
を
陸
前
高

田
市
に
誘
致
す
る
会
」
と
と
も
に
署
名
活

動
な
ど
を
行
い
、
結
果
と
し
て
国
営
追
悼
・

祈
念
施
設
が
祈
念
公
園
の
中
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
祈
念
公

園
の
基
本
理
念
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
奇
跡
の
一
本
松
」
の
保
存
事
業
を
行
っ
た

こ
と
も
市
の
重
要
な
取
り
組
み
で
し
た
。

祈
念
公
園
は
関
係
主
体
が
多
く
、
公
園

内
の
施
設
の
管
轄
も
細
分
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
国
・
県
・
市
に
よ
っ
て
綿

密
な
調
整
が
行
わ
れ
た
の
が
特
徴
で
す
。

例
え
ば
写
真
1
右
手
の
県
管
轄
の
東
日
本

大
震
災
津
波
伝
承
館
と
左
手
の
市
管
轄
の

道
の
駅
高
田
松
原
の
上
に
架
か
る
国
管
轄

の
大
き
な
屋
根
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
施
設
ご
と
に
管
轄
や
予
算
規
模
が
異

な
り
ま
し
た
が
、
有
識
者
会
議
で
は
「
管

轄
は
異
な
っ
て
も
利
用
者
に
と
っ
て
は
連

続
す
る
空
間
な
の
で
デ
ザ
イ
ン
は
一
体
的

に
」
と
い
う
考
え
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
有
識
者
会
議
で
デ
ザ
イ
ン
の
方
針

が
決
ま
り
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う

気
持
ち
を
皆
で
共
有
し
た
か
ら
こ
そ
、
行

政
間
の
調
整
が
う
ま
く
い
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

復
興
祈
念
公
園
と

共
に
暮
ら
す

現
在
復
興
祈
念
公
園
で
は
、
市
民
の
日

常
的
な
散
歩
や
夏
季
の
海
水
浴
利
用
に
加

え
、
観
光
物
産
協
会
な
ど
の
「
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
」
に
よ
る
公
園
や
震
災
遺
構
の
案
内
、

地
元
N
P
O
に
よ
る
松
原
の
維
持
管
理
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
震
災
後
、
市
街
地
は
山
側
に
シ

フ
ト
し
、
祈
念
公
園
と
の
距
離
が
遠
く

な
っ
た
た
め
、
市
民
や
来
街
者
の
利
用
の

促
進
が
課
題
で
す
。

﹇
取
材
協
力
者
﹈

永
山
悟
氏

正
会
員

陸
前
高
田
市
建
設
部
都
市
計
画
課
課
長
補
佐
兼
計
画
係
長

「
温
近
知
新
」
と
は
「
温
故
知
新
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
最
近
の
実
例
か
ら
学
生
目
線

で
将
来
を
展
望
す
る
企
画
で
あ
る
。
本
企
画
で
は
、
2
0
2
2
年
３
月
末
に
全
て

の
整
備
事
業
を
終
え
た
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園）

1

（
注

（
以
下
、
復
興
祈
念
公
園
）

を
対
象
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
深
く
携
わ
っ
た
方
々
に
3
回
連
載
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
各
者
が
抱
い
て
い
る
土
木
的
視
点
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
考
え
方

の
共
通
点
・
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
今
回
は
永
山
悟
氏
に
市
職
員
の
立
場
の
お
話

を
伺
っ
た
。
永
山
氏
に
は
陸
前
高
田
市
で
の
現
地
視
察
の
際
に
も
お
力
添
え
い
た
だ

い
た
。

（
2
0
2
2
年
7
月
19
日
（
火
）
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に
て
）

公
園
事
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

│
自
治
体
の
関
わ
り
方
と
は
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例
え
ば
岩
手
県
が
進
め
る
市
民
協
働
の

活
動
の
一
環
で
は
、
市
民
目
線
で
お
す
す

め
の
場
所
を
P
R
す
る
地
図
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
復
興
祈
念
公
園
は
こ
れ
か
ら
10

年
、
1
0
0
年
と
続
く
場
所
な
の
で
、
そ

う
し
た
活
動
を
含
め
焦
ら
ず
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
連
載
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
が
携

わ
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
複

数
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
取
材
を
行
う

こ
と
で
、
建
築
や
造
園
の
よ
う
な
土
木
に

近
い
他
分
野
、
そ
し
て
土
木
に
従
事
し
て

い
る
方
の
事
業
へ
の
携
わ
り
方
、
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
や
市
民
と
の
関
わ
り
方
の

違
い
を
理
解
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
2
月
号
は
建
築
の
立
場
よ

り
内
藤
廣
氏
、
3
月
号
は
造
園
の
立
場
よ

り
酒
井
学
氏
、
本
号
は
市
職
員
の
立
場
よ

り
永
山
悟
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
連

載
を
経
て
、
皆
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

連
載
に
取
り
組
む
前
に
考
え
て

い
た
土
木
と
他
分
野
の
違
い

植
野

│
土
木
は
社
会
資
本
、
建
築
は
商

業
施
設
の
よ
う
な
人
で
に
ぎ
わ
う
場
所
の

整
備
に
携
わ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

た
め
、
土
木
は
相
対
的
に
堅
く
、
建
築
は

相
対
的
に
柔
ら
か
い
印
象
が
あ
り
ま
し

た
。

松
永

│
就
職
後
も
大
学
の
学
部
・
学
科

の
よ
う
に
、
分
野
ご
と
樹
形
図
状
に
分
か

れ
た
業
務
を
進
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
他
分
野
出
身
の
個
人
同
士
が
交
わ

り
あ
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
考
え
る

土
木
と
他
分
野
と
の
違
い

宮
田

│
土
木
の
良
さ
は
、
ま
ち
と
い
う

広
範
囲
を
対
象
に
す
る
視
野
の
広
さ
と
、

バ
ト
ン
リ
レ
ー
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
る

複
数
の
事
業
を
長
期
間
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
見
通
す
視
野
の
広
さ
を
兼
ね
備
え
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

多
く
の
関
係
者
間
を
調
整
す
る
柔
軟
な
対

応
力
も
土
木
技
術
者
な
ら
で
は
の
素
養
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

松
永

│
内
藤
先
生
か
ら
伺
っ
た
ラ
グ

ビ
ー
の
例
え
が
一
番
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

土
木
も
他
分
野
も
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
特
長
や
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
立
場
・

役
割
が
違
っ
て
も
ゴ
ー
ル
の
方
向
を
向
い

て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
て
、
さ
ら
に

た
ど
り
着
き
方
も
、
あ
る
程
度
は
共
通
認

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

連
載
で
得
た
気
付
き

橋
本

│
事
業
の
段
階
ご
と
に
各
分
野
が

活
躍
す
る
の
で
は
な
く
、
全
段
階
で
関
係

者
全
員
が
関
わ
っ
て
い
る
と
知
り
ま
し

た
。
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
全
員
で
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
、
事
業
の
成
功
に
は
必

要
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
す
。

宮
田

│
大
学
で
は
専
門
分
野
に
分
か
れ

て
学
び
ま
す
が
、「
地
域
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
目
標
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
は
っ

と
気
付
き
ま
し
た
。
分
野
に
よ
ら
な
い
共

通
の
目
標
像
が
あ
る
と
思
え
ば
、
専
門
分

野
外
だ
か
ら
と
考
え
ら
れ
ず
に
い
た
物
事

に
も
、
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。

取
材
中
に

特
に
心
に
残
っ
た
言
葉

橋
本

│
全
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

「
分
野
の
違
い
よ
り
も
同
じ
思
い
や
目
標

を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

復
興
祈
念
公
園
の
事
業
は
皆
さ
ん
が
同
じ

思
い
で
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
で
し
た
。

植
野

│
内
藤
先
生
の
「
自
分
た
ち
が
地

域
に
行
え
る
手
助
け
と
は
人
々
の
想
像
力

の
幅
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

だ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。「
人
々
」
に
は
影

響
力
の
大
き
い
住
民
だ
け
で
な
く
、
全
住

民
、
亡
く
な
っ
た
方
や
未
来
の
子
ど
も
も

含
ま
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
専
門
家
が
過

去
や
未
来
の
多
く
の
こ
と
を
想
像
で
き
て

初
め
て
、
住
民
の
事
業
へ
の
興
味
や
関
わ

り
は
大
き
く
な
る
と
思
い
、
広
い
視
野
で

物
事
を
捉
え
る
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

（
学
生
編
集
委
員

：

植
野
弘
子
、
橋
本
美
月
、

松
永
葵
、
宮
田
比
奈
）

（
注
１
）
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
鎮

魂
、
震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
後
世
へ
の
伝
承
と
と
も

に
、
国
内
外
に
向
け
た
復
興
に
対
す
る
強
い
意
志
の

発
信
の
た
め
整
備
さ
れ
た
公
園
。（
一
財
）
公
園
財

団
（
2
0
2
2
）
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
国

営
追
悼
・
祈
念
施
設
（https://takatam

atsubara-
park.com

/

（
参
照
：
2
0
2
2
年
9
月
21
日
）
）

［連 載］第 3回

私
た
ち
の
温「
近
」知
新




